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  改
修修
をを
終終
ええ
本
日
オ
ー
プ
ン

本
日
オ
ー
プ
ン

　
　
　
       　
　
～
予
約
は
利
用
日
の
２
か
月
前
か
ら

～
予
約
は
利
用
日
の
２
か
月
前
か
ら
～～

　
春
風
館
道
場
は
、
か
つ
て
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
株
式
会
社
の
福
利
厚
生
施
設

と
し
て
使
用
さ
れ
、
地
元
の
柔
剣
道

愛
好
家
の
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く

の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
利
用
数
減
少
な
ど
で
企

業
と
し
て
春
風
館
道
場
の
存
続
が
難

し
く
、
ま
た
柔
剣
道
の
関
係
団
体
か

ら
は
、
道
場
の
存
続
を
求
め
る
意
見

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

市
と
同
社
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
結
果
、今
後
も
柔
剣
道
の
奨
励
・
振

場
の
各
１
面
の
ほ
か
に
、温
水
が
出
る

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
料
金
は
、
各
面
・
１
時
間
　120

円
、市
民
か
市
内
在
勤
・
在
学
者
は
　80

円
、
さ
ら
に
利
用
者
の
半
数
以
上
が

中
学
生
以
下
の
場
合
、
半
額
で
す
。

　
予
約
は
、使
用
す
る
２
か
月
前
か
ら

３
日
前
ま
で
の
　
時
か
ら
　
時
ま
で
に

13

17

事
務
室
で
直
接
か
、
電
話（
☎
７
１
２

５
 
１
２
１
２
）で
受
け
付
け
ま
す
。車

で
お
越
し
の
場
合
、郷
土
博
物
館・市
民

会
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
柔
道
や
剣
道
だ
け
で
な
く
、

生
涯
学
習
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
弓
道
場
も
　
年
度
の
設

23

置
に
向
け
て
、
今
年
度
か
ら
建
物
の

北
側
に
面
し
た
場
所
に
整
備
す
る
予

定
で
す
。３
人
立
ち（
４
間
×
３・５
間
）

で
、
的
ま
で
　
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
、

28

夜
間
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
照
明
を

設
置
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】社
会
体
育
課
☎
７
１
２
４

 
７
９
３
０

－

－

興
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
や
、

「
醸
造
の
街
・
野
田
」
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
建
築
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、平
成
　
年
７
月
に
建
物
を
同
社

20

か
ら
、
ま
た
、
敷
地
を
茂
木
国
子
氏

か
ら
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
老
朽
化
な
ど
で
耐
震
補

強
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
建

物
の
趣
を
で
き
る
限
り
残
し
な
が
ら
、

屋
根
や
基
礎
な
ど
の
改
修
工
事
を
行

い
、
昨
年
度
末
に
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
６
月
１
日
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　
場
所
は
野
田
　
 
１
で
野
田
市
駅
か

376

ら
徒
歩
約
　
分
。利
用
時
間
は
年
末
年

10

始
を
除
く
毎
日
９
時
か
ら
　
時
ま
で

21

で
、施
設
は
約
　
平
方
メ
ー
ト
ル
の
剣

87

道
場
と
約
　
平
方
メ
ー
ト
ル
の
柔
道

64

－

■■春風館道場案内春風館道場案内図図

　
市
で
は
、キ
ッ
コ
ー
マ
ン（
株
）の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
、ま
た

地
域
の
柔
剣
道
愛
好
家
の
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
春
風
館
道
場

の
存
続
が
、企
業
と
し
て
難
し
い
こ
と
や
市
民
か
ら
道
場
の
存
続
を
求
め
る

意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
同
社
と
協
議
を
重
ね
、柔
道
や
剣
道
、弓

道
な
ど
の〝
武
道
の
殿
堂
〟と
し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
、平
成
　
年
に
寄
贈

20

を
受
け
ま
し
た
。建
物
の
趣
を
で
き
る
限
り
残
し
な
が
ら
改
修
し
て
き
ま
し

た
が
、昨
年
度
末
に
工
事
が
完
了
し
、６
月
１
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

６月１６月１日日 
■春風館道場の平面■春風館道場の平面図図
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温水シャワーや更衣室なども整温水シャワーや更衣室なども整備備
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市
で
は
、
厳
し
い
生
活
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労

や
育
児
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
平

市市
のの
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し

無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
てて

 ひ
と
り

ひ
と
り
親親
家
庭
向

家
庭
向
けけ
のの

　
　
　
求
人
情

求
人
情
報報
のの
開
拓
開
拓
やや

提
供
提
供
をを
 

開
始
開
始

成
　
年
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総

14
合
対
策
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
市
独

自
の
父
子
家
庭
等
支
援
手
当
の
創
設

就業相談員と母子自立支援員がともに求人開拓就業相談員と母子自立支援員がともに求人開拓へへ

や
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
資
格
や
技
能
の
取
得
も
支

援
し
よ
う
と
、
母
子
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
事
業
や
、
パ
ソ
コ
ン
講

座
の
開
催
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

就
業
支
援
を
さ
ら
に
強
化

　
し
か
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親

か
ら
は
「
時
間
、
曜
日
の
条
件
に
合

う
仕
事
が
な
い
」、「
子
ど
も
が
小
さ

い
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
た
」
な
ど
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
の
就
職
が
困
難

と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
５
月
　
日
か
ら
は
、
こ

14

れ
ま
で
の
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支

援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
、
市
役
所
２

ら
は
「
子
ど
も
は
何
歳
か
」
や
「
就

業
経
験
が
あ
る
か
」、「
時
間
外
勤
務

が
可
能
か
」、「
祖
父
母
と
同
居
し
て

い
る
か
」、「
保
育
所
を
利
用
し
て
い

る
か
」
な
ど
の
具
体
的
な
雇
用
条
件

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
企
業
か
ら
の
求
人
情
報
は
、
無
料

職
業
紹
介
所
で
提
供
し
、
あ
ら
か
じ

め
児
童
家
庭
課
で
の
相
談
時
に
母
子

自
立
支
援
員
が
聞
き
取
っ
た
「
子
ど

も
の
急
病
等
で
休
暇
が
取
り
や
す
い
」

や
「
緊
急
時
に
勤
務
交
代
の
調
整
が

で
き
る
」
な
ど
の
個
々
の
希
望
や
、

勤
務
時
間
や
勤
務
日
数
な
ど
の
就
業

条
件
を
記
入
し
た
「
求
職
申
込
書
」

を
企
業
側
の
雇
用
条
件
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
就
業
に
結
び
つ
け
る
と
と
も

に
、
就
職
後
も
母
子
自
立
支
援
員
が

定
期
的
に
職
場
で
の
状
況
や
仕
事
上

の
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
継

続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。　

資
格
や
技
能
取
得
な
ど
も

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

と
し
て
、
次
の
就
労
支
援
の
取
り
組

み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
か
父
、 寡
 
か

 婦
 
ふ

の
方
を
対
象
に
、
就
職
に
有
利
な
パ

ソ
コ
ン
の
技
能
習
得
を
目
指
し
た
講

習
会
を
「
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
中
根
　
 
３
）」
で
実
施
し
て

323

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
の
９
月
か
ら
は
、

昼
間
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

－

階
の「
無
料
職
業
紹
介
所
」を
活
用
し

て
、
母
子
、
父
子
、 寡
  婦
 を
対
象
に
、

か
 
ふ

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
適
性
に
あ
っ
た
職

種
の
求
人
の
開
拓
と
具
体
的
な
情
報

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。　

求
人
開
拓
か
ら
就
職
後
も
支
援

　
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
、

専
任
の
相
談
員
に
児
童
家
庭
課
の
母

子
自
立
支
援
員
が
同
行
し
て
企
業
を

訪
問
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
の
受

け
入
れ
に
対
し
理
解
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
受
け
入
れ
が
可
能
な
企
業
か

■ひとり親家庭就労支援の関係図 ５月14日か　
　ら 

　
市
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
　14

年
に
策
定
し
た「
野
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対

策
プ
ラ
ン
」に
基
づ
い
て
、「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
事
業
」や
、「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
事
業
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、

多
く
の
方
か
ら
の
要
望
に
お
応
え
し
、５
月
　
日
か
ら

14

は
、無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
て
、ひ
と
り
親
家
庭
向

け
の
求
人
情
報
の
開
拓
と
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。　

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
母
子
自
立
支
援
員

が
、
個
々
の
受
給
者
の
状
況
に
応
じ

た
自
立
・
就
業
支
援
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 就職に有利な資格や技能就職に有利な資格や技能をを



　
市
で
は
独
自
に
、
市
内
に
在
住
、

在
学
、
在
勤
の
　
歳
未
満
の
方
と
そ

35

の
親
を
対
象
に
、
毎
月
１
回
、
就
職

や
転
職
に
関
す
る
相
談
に
、
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
若
年
者
等
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

　
市
内
在
住
の
　
歳
未
満
の
若
年
者

35

や
障
害
者
を
、
３
か
月
間
、
試
行
的

に
雇
用
す
る
こ
と
で
、
職
場
へ
の
適

性
や
可
能
性
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、

奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
事
業

主
が
求
人
の
門
戸
を
広
げ
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し

て
い
る
事
業
所
の
み
を
対
象
と
し
た

国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
と
は
別

に
、
無
料
職
業
紹
介
所
に
登
録
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、各
月
の

賃
金
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、上
限
１
万
５

10

千
円
の
奨
励
金
を
、１
年
間
交
付
し
雇

用
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
す
。

◆
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金

　
　
年
　
月
以
降
に
解
雇
さ
れ
た
離

20

11

職
者
を
３
か
月
以
上
、正
規
・
非
正
規

問
わ
ず
常
用
雇
用
し
た
事
業
主
に
対

し
、月
給
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
最
高
で
１

10

距

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
役
所
１
階
社
会
福
祉
課
内
に
設

置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
独
自
に
収

集
し
た
雇
用
情
報
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、 就

労
を
支
援
す
る
職
員
も
配
置
し
、
障

害
の
種
別
や
仕
事
内
容
な
ど
、
具
体

的
な
要
件
を
基
に
事
業
所
と
障
害
者

を
結
び
つ
け
、
実
習
、
就
職
、
就
職

後
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
日
常
生
活
も

含
め
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
無
料
職
業
紹
介
所
と
連
携
を
図
り

就
労
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
継
続
的

に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
就
職
や
転
職
に
有
利
な
資
格
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
市
が
指

定
す
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
語
学
、

オ
フ
ィ
ス
事
務
な
ど
の
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
に
、
受
講
料
の

　
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
給
し
ま
す
。

20◆
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
理
容
師
、

美
容
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
な

ど
、
就
職
や
転
職
の
際
に
有
利
で
、

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
国
家
資
格

の
取
得
を
目
指
す
、
母
子
家
庭
の
母

を
支
援
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
に
な
っ
た
こ
と
の
悩

み
や
精
神
的
不
安
な
ど
が
少
し
で

も
解
消
で
き
る
よ
う
に
と
、市
で
は

「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対
策

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
母
子
・
父

子
家
庭
の
子
ど
も
と
そ
の
親
を
対

象
に
、
平
成
　
年
度
か
ら
「
ひ
と

20

り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
「
野
田
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
」の
協
力
で
、市
内
各
地
域
で「
親

子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
（
ケ
ー
キ
づ

く
り
）」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、各
締
切
日
ま
で
に
電
話
か
直
接

　
昨
年
か
ら
は
、
２
年
以
上
修
学
す

る
方
の
支
援
金
を
増
額
し
、支
給
期
間

も
全
修
学
期
間
に
拡
充
し
ま
し
た
。 

若
年
者
や
障
害
者
支
援
も

　
ほ
か
に
も
、就
職
を
希
望
す
る
若
年

者
や
障
害
者
、事
業
主
へ
の
支
援
も
行

い
、雇
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ

　
就
業
相
談
員
に
よ
る
求
人
の
紹
介

な
ど
を
行
う「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ
」

を
、
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
、
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
気
楽
に
立
ち
寄
り
、
就
職
に
関
す

る
情
報
を
得
た
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
る
な
ど
、
若
者
が
雇
用
関

連
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
１
か
所
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

開
　
催
　
日

６
月
　
日
醤

２７

７
月
　
日
醤

１１

８
月
１
日
醤

９
月
５
日
醤

会
　
　
場

関
宿
中
央
公
民
館
調
理
室

北
部
公
民
館
調
理
室

野
田
公
民
館
調
理
室

南
部
梅
郷
公
民
館
調
理
室

定
　
員

各
日
　
人
24

締
　
　
切

６
月
　
日
鍾

ま
で

２２

７
月
６
日
鍾

ま
で

７
月
　
日
鍾

ま
で

２７

８
月
　
日
鍾

ま
で

３１

児
童
家
庭
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。　

　
な
お
、
参
加
に
は
、
材
料
代
１

人
　
円
が
必
要
で
当
日
会
場
で
集

200
金
し
ま
す
。

　
開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課
　

万
５
千
円
の
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
当
初
奨
励
金
の
支
給
期
間
は
　
年
21

度
末
ま
で
で
し
た
が
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る
た

め
、今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
奨
励
金
を
受
給
で
き
る
事

業
主
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
市
の
無

料
職
業
紹
介
所
を
通
し
て
緊
急
雇
用

を
行
う
市
内
の
事
業
所
で
す
。

◆
就
業
相
談

　
就
業
相
談
員
が
、
就
業（
内
職
）相

談
、求
職
、求
人
の
あ
っ
せ
ん
を
市
役

所
2
階
の
職
業
相
談
室
で
、
祝
日
と

年
末
年
始
を
除
く
、
月
か
ら
金
ま
で

の
　
時
か
ら
　
時
　
分
ま
で（
正
午
～

10

15

30

　
時
を
除
く
）に
実
施
し
て
い
ま
す
。

13【
問
合
せ
】
ひ
と
り
親
家
庭
の
こ
と

は
児
童
家
庭
課
、
障
害
者
の
こ
と
は

障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
３
 
１
６
９
１
・
思

７
１
２
３
 
１
０
９
５
、
若
年
者
や

事
業
主
の
こ
と
は
商
工
課

－

－

◆
障
害
者
職
場
実
習
奨
励
金

　
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害
者

の
就
労
を
促
進
し
、
事
業
主
に
障
害

者
雇
用
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

常
用
雇
用
を
目
指
す
と
と
も
に
、障
害

者
が
就
労
可
能
な
職
場
を
開
拓
す
る

も
の
で
す
。

　
職
場
実
習
と
し
て
５
日
以
上
受
け

入
れ
た
事
業
主
に
対
し
、
一
人
当
た

り
２
万
円
の
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
雇
用
促
進
奨
励
金

　
高
年
齢
者
や
障
害
者
、ひ
と
り
親
を

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業

　
料
理
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
相
談
な
ど
も

相談者にあった支援相談者にあった支援をを



鋸

　
市
で
は
、
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に

防
ぐ
と
と
も
に
、
万
一
の
災
害
に
も

備
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
い
、「
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
全
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
面
で
は
、
全
市
域
に
防
犯
組

合
支
部
を
立
ち
上
げ
て
、
地
域
ぐ
る

み
で
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
部
と
北
部
地
区
に
は
、

安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ま
め
ば

ん
」
の
設
置
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
防
災
面
で
は
、
総
合
防
災
訓
練
の

実
施
や
、
自
主
防
災
組
織
の
支
援
、

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
作
成
、

さ
ら
に
、
災
害
時
に
実
際
に
は
一
人

で
逃
げ
ら
れ
な
い
方
を
支
援
す
る

「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」
も

定
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
え
る

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
情
報
を
配
信

　
平
成
　
年
か
ら
は
、
子
ど
も
の
安

18

全
を
確
保
す
る
た
め
、
不
審
者
情
報

の
よ
り
早
い
伝
達
と
共
有
を
目
指
し
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

「
子
ど
も
安
全
メ
ー
ル
」
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
に
、「
防
犯
情

報
」、「
防
災
情
報
」、「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
情
報
」、「
火
災
情
報
」
の
４
つ

の
情
報
を
新
た
に
追
加
し
て
、
安
全

安
心
メ
ー
ル
『
ま
め
メ
ー
ル
』
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
5
月
　
日
現
在
で
、
５
千
　
人
の

15

598

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
  「
防
犯
情
報
」を
い
ち
早
く

　
防
犯
情
報
は
、
野
田
警
察
署
か
ら

 安
全
安
心
メ
ー

安
全
安
心
メ
ー
ルル
「「
ま
め
メ

ま
め
メ
ーー
ルル
」」

　
防防
犯犯
・・
防防
災災
やや
子
ど
も
安
全
情

子
ど
も
安
全
情
報報
なな
　
　
どど 
をを

携
帯
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
携
帯
電
話話
にに
配配
信信

１

２３４ 送
ら
れ
る
、
市
内
で
起
き
た
犯
罪
や

不
審
者
の
出
没
な
ど
の
情
報
で
す
。

　
原
則
翌
日（
市
役
所
開
庁
日
）の
8

時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
に
配
信

30

17

15

し
ま
す
が
、緊
急
性
の
高
い
情
報
は
、

速
や
か
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
  「
子
ど
も
安
全
情
報
」も

　
市
教
育
委
員
会
が
配
信
す
る
子
ど

も
安
全
情
報
は
、
各
学
校
が
保
護
者

や
地
域
の
方
か
ら
独
自
に
入
手
し
た

情
報
で
す
。

　
不
審
者
の
出
没
は
夕
方
が
多
く
、

市
教
育
委
員
会
に
連
絡
が
入
る
の
が
、

事
件
発
生
の
翌
日
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
た
め
、
配
信
は
、
お
お
む
ね
翌

日
（
市
役
所
開
庁
日
）
の
8
時
　
分
30

か
ら
　
時
　
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

17

15

　
  「
防
災
情
報
」も
的
確
に

　
気
象
庁
や
県
か
ら
送
ら
れ
る
防
災

情
報
を
基
に
、　
時
間
体
制
で
、皆
さ

24

ん
に
配
信
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
地
震
発
生
や
暴
風
・
大

雨
・
洪
水
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
な
ど
に
伴
う
、
市
域
の
被
害
発
生

状
況
や
交
通
規
制
、避
難
場
所
の
開
設

な
ど
で
す
。

　
  土
日
・
祝
日
も「
　
　
  情
報
」

　
県
か
ら
送
ら
れ
る
、「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
や
警
報
の
発
令
・
解
除
」

　
市
で
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
、
万
一
の
災
害
に
も
備
え
る

た
め
、
よ
り
早
い
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話
な
ど
の

電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
安
全
安
心
メ
ー
ル
「
ま
め
メ
ー
ル
」

を
昨
年
６
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
犯
罪
発
生
状
況
な
ど
の「
防

犯
情
報
」、
不
審
者
情
報
な
ど
の
「
子
ど
も
安
全
情
報
」、
災
害

の
被
害
状
況
な
ど
の
「
防
災
情
報
」
の
ほ
か
、「
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
情
報
」、「
火
災
情
報
」
も
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇新規登録

※詳細は、野田市ホームページ（携帯版を含む）をご覧ください。
※空メールを送信する方法以外に、野田市ホームページ（携帯版を
含む）から、登録手続きを行う方法もあります。

　noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

　上記アドレス宛てに空メールを送信すると、
折り返し、「登録案内メール」が届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携帯電
話で、右のQRコードを読み込むと、アドレス
を入力する手間が省けます。

①空メールを送信する

　「登録案内メール」に記載されたアドレスをクリックす
ると、登録画面のホームページが開きます。
　「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化学ス
モッグ情報」「火災情報」の中から欲しい情報を選択し、
確認ボタンを押すと登録は完了です。

◇登録内容の変更

◆まめメールの登録・変更・削除方法

　noda-del@mlreg.tricorn.net

　https://blue.tricorn.net/noda/pw1.x

◇登録の削除

①上記アドレスのホームページを開き、メール
アドレスを入力すると、折り返し、登録内容を変
更するための「ログイン用メール」が届きます。

　上記アドレスに空メールを送信すると、登録
は削除され、折り返し、「削除完了メール」が届
きます。

【登 録 用】
QRコード

【変 更 用】
QRコード

【削 除 用】
QRコード

ス
モ
ッ
グ

光
 化
 学

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横

※空メールとは、件名や本文に何も入力せず送信することです。

②「ログイン用メール」に記載された、変更画面
のホームページを開き、新規登録と同様に欲し
い情報を選択し直します。



漁

分
以
内
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

登
録
は
簡
単
な
手
続
き
で

　「
ま
め
メ
ー
ル
」の
登
録
は
、
携
帯

電
話
と
パ
ソ
コ
ン
の
両
方
か
ら
、
簡

単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ

ー
ル
送
受
信
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

閲
覧
な
ど
の
通
信
料
は
、
登
録
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
ら

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
場

な
っ
て
い
る
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
設
定
な
ど
を

ご
確
認
の
う
え
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
を
遵
守

　
登
録
情
報
の
管
理
・
メ
ー
ル
配
信

は
、
他
市
で
も
実
績
の
あ
る
「
ト
ラ

イ
コ
ー
ン
株
式
会
社
」
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　
収
集
す
る
個
人
情
報
は
メ
ー
ル
ア

５ は
、
学
校
や
市
役
所
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ー
ル
で
は
　
時
間
体

24

制
で
、
土
日
・
祝
日
も
配
信
し
て
い

ま
す
。

　
  　
時
間
体
制
で「
火
災
情
報
」

24

　
ま
め
メ
ー
ル
で
は
、
消
防
本
部
の

問
い
合
わ
せ
窓
口
（
☎
７
１
２
２
 

１
１
９
９
）
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
く

こ
と
な
く
、
建
物
火
災
情
報
と
鎮
火

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、メ
ー
ル
は
　
時
間
体
制
で
、

24

お
お
む
ね
火
災
発
生
後
、　
分
か
ら
　

15

20 －

合
で
、「
ま
め
メ
ー
ル
」
を
引
き
続
き

利
用
す
る
に
は
、
再
度
、
新
規
登
録

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
登
録
内
容
の
変
更
画
面
で
は
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
録
や
変
更
な
　
　
ど 
が
で
き
な
い
場
合

　
メ
ー
ル
の
登
録
・
変
更
・
削
除
を

す
る
と
き
に
、「
次
の
操
作
に
進
め
な

い
」、「
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
」

と
い
っ
た
場
合
に
は
、
入
力
し
た
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
間
違
っ
て
い
た
り
、

メ
ー
ル
の
受
信
を
拒
否
す
る
設
定
に

ド
レ
ス
の
み
で
、
ま
め
メ
ー
ル
以
外

の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
は
「
野
田
市
個

人
情
報
保
護
条
例
」
に
基
づ
き
保
護

し
、
第
三
者
に
一
切
の
開
示
・
提
供

を
行
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
防
犯
情
報
・
防
災
情
報

は
市
民
生
活
課
、
子
ど
も
安
全
情
報

は
青
少
年
課
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情

報
は
環
境
保
全
課
、
火
災
情
報
は
消

防
署
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
９

－

災
害
に
備
え
て
の
準
備
な
ど
を
紹
介

　
　
　
　「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
 

ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、日
頃
の
準
備
が
大
切
で
す
。

　
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
す
る
な
ど
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ

　
市
で
は
、
地
震
や
火
災
を
は
じ
め

と
す
る
、災
害
に
備
え
て
の
準
備
と
、

発
生
し
た
と
き
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
紹
介
す
る
「
野
田
市
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
災
害
に
備
え
て
、「
非
常
持
ち
出
し

品
の
一
覧
表
」
や
「
避
難
場
所
マ
ッ

プ
」、「
い
ざ
と
い
う
と
き
の
応
急
手

当
て
」
な
ど
、
防
災
に
役
立
つ
情
報

を
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
に

ク
を
参
考
に
家
庭
で
の
防
災
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し

た
が
、
市
役
所
や
関
宿
支
所
、
各
出

張
所
、
各
公
民
館
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

取
り
組
む
た
め
、
特
に
、
災
害
時

に
大
き
な
被
害
を
受
け
や
す
い
高

齢
者
や
子
ど
も
、障
害
者
な
ど
、手

助
け
が
必
要
な
方
（
災
害
時
要
援

護
者
）
を
守
る
た
め
の
仕
組
み
な

見やすい場所に備え付け見やすい場所に備え付けをを

【
携
帯
版
野
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
　
　
く
ら
し
の
便
利
帳
や
休
日
当
番
医
も

　
市
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
展

開
す
る
施
策
の
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
、
平
成
　
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

13

を
開
設
し
、「
市
政
の
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
、

く
ら
し
の
便
利
帳
や
休
日
当
番
医
、

施
設
案
内
な
ど
、
市
民
に
密
着
し
た

情
報
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
世
帯
普
及
率
が
　
パ
ー

90

セ
ン
ト
を
超
え
る
、
携
帯
電
話
を
活

用
し
た
情
報
提
供
の
重
要
性
も
高
ま

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
昨
年

６
月
に
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
セ
ス
数
の
多
い
、休
日
当
番
医
や

施
設
案
内
に
加
え
、「
ま
め
メ
ー
ル
」の

登
録
案
内
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
閲
覧
に
か
か
る
通
信
料
な

ど
は
、
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.city.noda.chiba.jp/k

        
 
 
                     /  

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

【携帯版HP】
 QRコード

●休日当番医
●施設案内
●避難場所
●市主催行事
　予定
●まめメール
●「市政の疑
　問にお答え
　します」の
　項目一覧

◆項目一覧

バーコードリー
ダー機能のある携
帯電話で、QRコ
ードを読み取ると、
ホームページにリ
ンクします

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
こ
う
と
、

国
が
４
月
か
ら
の「
子
ど
も
手
当
」の

支
給
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
市
で

は
４
月
９
日
に
、対
象
世
帯
へ「
お
知

ら
せ
と
申
請
書
」を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
　
年
４
月

22

１
日
現
在
野
田
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
所

得
制
限
は
な
く
、
子
ど
も
一
人
に
つ

 子
ど
も
手
当
の
４
・
５
月
分
は

　
　
　
　
　
 ６
月
　
日
に
支
給

10

　
   　
　
　
 ～
対
象
は
中
学
３
年
生
ま
で
～

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

 生
活
習
慣
病
を

　
 　
健
康
診
査
で
早
期
発
見

診
場
所
は
、
受
診
券
に
記
載
の
市
内

指
定
医
療
機
関
で
す
。

　
特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
生
活
習

慣
病
の
予
備
群
で
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
方
に
は
、　
月
以
降
に
「
特
定
保

10

健
指
導
」
の
案
内
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
各
医
療

保
険
者
が
健
康
診
査
と
保
健
指
導
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
会
社

な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、高
血
糖
や
高

血
圧
、脂
質
異
常
な
ど
の
危
険
因
子
を
複

数
あ
わ
せ
も
ち
、生
活
習
慣
病
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
確
率
が
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

き
月
額
１
万
３
千
円
で
す
。

　
５
月
　
日
ま
で
に
申
請
し
た
方
と
、

10

申
請
が
不
要
な
方
へ
の
４
・
５
月
分
の

振
り
込
み
日
は
６
月
　
日
で
、　
年

10

21

度
に
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た

方
は
、２
・
３
月
分
の
児
童
手
当
と
一

緒
に
振
り
込
み
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
は
６
月
　
日
ま
　
　
で 

３０

　
手
当
の
支
給
に
は
、対
象
の
子
ど
も

の
養
育
状
況
な
ど
の
確
認
の
た
め
、年

１
回「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
対
象
世
帯
へ
は
、
６
月
上
旬
に
現

況
届
の
用
紙
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

６
月
　
日
水
ま
で
に
児
童
家
庭
課
か

30

関
宿
支
所
、
各
出
張
所
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
１
日
以
降
、
新
た
に

「
認
定
請
求
書
」を
提
出
し
た
方
は
、

現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

手
続
き
が
必
要
な
方
は
申
請
を

　
　
年
度
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て

21
い
た
方
で
、　
年
４
月
１
日
に
中
学

22

２
、
３
年
生
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
方
は
「
額
改
定
認
定
請
求
書
」

を
、
ま
た
、　
年
度
に
児
童
手
当
を

21

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方
で
、　
年
22

４
月
１
日
に
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
は
、「
認
定
請
求

書
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
各
請
求
書
は
、
９
月
　
日
木
ま
で

30

に
、児
童
家
庭
課
か
関
宿
支
所
、各
出

張
所
に
持
参
い
た
だ
き
、
申
請
が
認

め
ら
れ
た
方
に
は
、　
年
４
月
に
さ

22

か
の
ぼ
っ
て
、手
当
を
支
給
し
ま
す
。

年
金
情
報
の
記
載
が
不
要
に

　
な
お
、
子
ど
も
手
当
の
認
定
請
求

書
に
「
加
入
し
て
い
る
年
金
等
の
年

金
手
帳
、
組
合
員
証
又
は
加
入
者
証

の
記
号
・
番
号
」
欄
が
あ
り
ま
す
が
、

記
載
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
空

欄
の
ま
ま
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
提
出
い
た
だ
い
て
い
る
方

の
記
入
内
容
は
、
市
で
削
除
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

子ども手当の申請が必要か確認を

平成２２年３月３１日時点で小学６年生（２２年度に中学１年生）
以下の子どもを養育していて、児童手当を受給していた

は　い いいえ

「認定請求
書」の提出
が必要

受給できません
対象は、中学３
年生の子どもま
でです

２２年４月１日に中学２、３年
生の子どもを養育している

 手続き
   不要

「額 改 定 認
定 請 求 書」
の提出が必要

は　いいいえ は　い いいえ

２２年４月１日に中学生以下の
子どもを養育している

※子ども手当は、所得制限がないため、児童手当を受給していな
　い方も対象となります。
※２２年４月１日以降、養子縁組や出生などで新たに対象となった
　場合、中学生分は事由が生じた翌月から、小学生以下分は申請
　した翌月からの支給となります。

　
市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
※
）に
着
目
し
、
糖
尿
病
や

脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
・
予
防
を
目
的
と
し
た「
特

定
健
康
診
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
実
施
期
間
は
、
７
月
１

日
木
か
ら
　
月
　
日
醤
ま
で
で
、
費

10

31

用
は
　
円
、
対
象
は
、　
年
４
月
１

800

22

日
現
在
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
、
受
診
日
ま
で
継

続
し
て
加
入
し
て
い
る
方
、年
齢
は
、

　
年
度
中
に
　
か
ら
　
歳
に
な
る
方

22

40

75

で
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
　
歳
以
上
の
方
に

75

は
、
無
料
の
「
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
」
を
実
施
し
ま
す
。　

　
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
に
は
、
６
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
健

申請などは関宿支所や各出張所で申請などは関宿支所や各出張所でもも



魚

分
ま
で
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
課
の
日
曜
日
と
火
・
木
曜
日

の
時
間
延
長
時
の
業
務
は
、
住
民
票

の
写
し
だ
け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍

謄
抄
本
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

な
ど
も
行
い
、
平
日
の
通
常
業
務
時

間
に
比
べ
、
混
雑
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
他
市
や
他
機
関
へ
の
照
会

が
必
要
な
転
入
出
届
な
ど
、
一
部
取

り
扱
っ
て
い
な
い
業
務
も
あ
り
ま
す

■収税課と市民課の日曜日・平日延長時間内取扱業務一覧

の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
に
市
税
な
　
　
ど 
の
納
付
や
相
談
も

　
ま
た
、
平
日
の
昼
間
に
市
税
や
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
方

や
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期
ご

と
に
納
付
で
き
な
い
方
の
た
め
、
平

日
　
時
ま
で
と
、日
曜
日（
８
時
　
分

20

30

～
　
時
　
分
）
に
納
税
相
談
や
市
税

17

15

な
ど
の
納
付
場
所
と
し
て
、　
年
か

15

ら
収
税
課
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
申
請
も

　
さ
ら
に
昨
年
　
月
か
ら
は
、
イ
ン

10

 市
役
市
役
所所
市
民
市
民
課
・
課
・
収収
税
課
窓

税
課
窓
口口

　
　
 　
日
曜
日

日
曜
日
やや
夜
間
夜
間
もも
開
設
開
設

　
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た

め
の
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
平

成
　
年
７
月
か
ら
は
、
市
民
課
窓
口

20
業
務
の
時
間
延
長
を
平
日
の
火
・
木

曜
日
の
　
時
ま
で
と
し
、
さ
ら
に
日

20

曜
日
に
は
、
８
時
　
分
か
ら
　
時
　

30

17

15

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
や
届

出
が
で
き
る
、「
ち
ば
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。

日曜・延長

時の業務
業　　務　　名課名

◎納税相談
収
税
課

◎固定資産税・都市計画税・軽自動車税・市県民税・国民健
康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付

－ 納税証明書の交付

○住民票の写しの交付

市
民
課

○住民票記載事項証明書の交付

○戸籍・除籍謄抄本の交付

○戸籍の附票の写しの交付

○印鑑登録証明書の交付

○印鑑登録証（カード）の交付および印鑑登録証亡失届、廃止の受付

○届出受理証明の交付

○身分証明書の交付

○届書記載事項証明の交付

○年金の証明（生存の確認等）

諸証明

の交付

○住所証明（軽自動車）

○不在住・不在籍証明

○改葬許可証明

○無料証明（合併に関する住居表示・区画表示変更）

○無料証明（出産育児一時金申請の証明）

○自動車の臨時運行許可証の発行等

○死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の発行

○火葬場・式場等使用の受付および許可証の発行

※出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍など戸籍に関する届出の受付

－ 住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）の受付

－ 住民票の一部の写しの閲覧

－ 住民基本台帳カードの申請・交付

－ 住民基本台帳ネットワークシステムによる住民票の写しの広域交付

－ 住民基本台帳事務における支援措置申出の受付

－ 公的個人認証に関する電子証明書の交付

－ 外国人登録等の受付

－ 外国人登録原票記載事項証明書の交付

　◎＝日曜日と平日延長（月～金曜日２０時まで）に業務を行うもの
　碓＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に業務を行うもの
　※＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に受付のみを行うもの
　－＝平日１７時１５分で業務を終了するもの

コ
ン
か
ら
、　
時
間

24

　
日（
保
守
点
検

365日
を
除
く
）行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
に

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
利
用
者

登
録
手
続
き
が
必

要
で
す
。

【
問
合
せ
】
市
民

課
・
収
税
課
、
電

子
申
請
は
行
政
管

理
課

月額使用料広告の種類（大きさ）
単位：ミリメートル

７,０００円ポスターＢ２判・縦
（縦７２８×横５１５）

１０,０００円ポスターＢ１判・縦
（縦１,０３０×横７２８）

２０,０００円ポスターＢ０判・横
（縦１,０３０×横１,４５６）

１平方メー
トルあたり
１３,３３６円

ポスターＢ０判を
超える大きさ

■■広告の大きさや月額使用料広告の大きさや月額使用料ななどど

※※広告す広告するる掲掲示板などの用意が必要です示板などの用意が必要です。。

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
内
外
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
、
東
武
野
田
線
の
梅
郷
駅
・
清

 駅
自
由
通

駅
自
由
通
路路
壁
面
へ

壁
面
へ
広
告
広
告
をを

    　
　
１
か
月
単
位

１
か
月
単
位
でで
貸
出
し

貸
出
し
もも

水
公
園
駅
・
七
光
台
駅
の
自
由
通
路

を
活
用
し
、
企
業
情
報
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
宣
伝
し
て
も
ら
お
う

と
、
市
で
は
広
告
の
掲
示
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
１
か
月
単
位
か
ら
利
用
で
き
、料
金

は
大
き
さ
に
よ
っ
て
変
わ
る
ほ
か
、

掲
示
は
市
の
審
査
の
う
え
決
定
し
ま

す
の
で
、
掲
示
方
法
や
広
告
内
容
な

ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
理
課

※窓口受領に「○」のある申請は、交付物の受領や手数料　

の納付のため、窓口にお越しいただく必要があります。

■電子申請・届出サービスの申請の種類など
窓口
担当課

窓口
受領申請・届出の種類

市民課○住民票の写しの交付申請
○印鑑登録証明書交付申請

課税課
○固定資産税関係の証明書交付申請

（評価証明・公課証明・記載事項証明）

○市県民税関係の証明書交付申請
（非課税証明・住民税決定証明・所得証明）

収税課

○納税証明書交付申請（個人）

○軽自動車継続検査用の納税証明書
交付申請（個人・法人）

○固定資産税、軽自動車税、法人市民税の
納税証明書交付申請（法人）

環境保全課―犬の死亡届出

保健セ
ンター

―がん検診登録申込
○妊娠届出
―出生通知

　
こ
れ
ま
で
、窓
口
や
郵
送
で
し
か
行

え
な
か
っ
た
申
請
・
届
出
の
一
部
の
手

続
き
が
、
自
宅
や
職
場
な
ど
の
パ
ソ
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嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉

市民訪問

　
手
話
の
普
及
の
た
め
に
活
動
す
る「
関

宿
手
話
サ
ー
ク
ル
・
キ
ャ
ラ
の
会
」が
、

６
月
で
結
成
　
年
を
迎
え
ま
し
た
。

30

　
手
話
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

と
、手
の
身
振
り
な
ど
で
意
思
や
感
情

を
伝
え
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　「
私
た
ち
は
聴
覚
障
害
者
を
講
師
に

迎
え
て
勉
強
会
を
毎
週
１
回
開
い
て

き
ま
し
た
」と
会
長
の
柴
﨑
 諒
  子
 さ
ん
。

り
ょ
う
 
こ

　「
ま
ち
な
か
で
聴
覚
障
害
者
を
見
か

け
た
ら
、積
極
的
に
手
話
で
あ
い
さ
つ

し
た
り
、日
常
の
話
題
で
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、最

近
は
、『
マ
ウ
ス
』や『
ク
リ
ッ
ク
』な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
用
語
や『
携
帯
電
話
』な

ど“
新
し
い
言
葉
”が
増
え
て
い
る
の

で
、表
現
手
段
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
、日
々
勉
強
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

へ
の
感
謝
を
込
め
、
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
手
話
を
交
え
た
振
り
付
け
と

ギ
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、『
ふ

る
さ
と
』の
合
唱
も
行
い
ま
す
。ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

東
宝
珠
花
在
住
／
イ
ベ
ン
ト
は
６
月

６
日
日
　
時
か
ら
。
当
日
会
場
へ
。

13

手
話
を
通
し
て

　
　
障
害
者
と
の
交
流
を

柴
﨑
　
諒
子
さ
ん

　
恒
例
の
つ
つ
じ
ま
つ
り
が
、
４
月
　
日
か
ら
５
月

24

５
日
ま
で
清
水
公
園
で
開
催
さ
れ
、期
間
中
、好
天
に

も
恵
ま
れ
て
、約
　
万
４
千
人
も
の
人
出
が
あ
っ
た
。

16

　
中
で
も
第
２
公
園
南
側

の
展
望
台
は
、赤
や
紫
な
ど
、

色
鮮
や
か
な
つ
つ
じ
が
一

面
に
見
渡
せ
る
ス
ポ
ッ
ト

で
、多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　
３
日
に
は「
 野
点
 邦
楽

の
だ
て

演
奏
会
」も
行
わ
れ
、来
園

者
は“
華
や
か
”な
ひ
と
と

き
を
満
喫
し
て
い
た
。

お茶と琴の演奏を楽しみながら

新
緑
と
の
競
演

　
　
　
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

紙上公共施設見学会
 　　　　「総合公園水生植物園」

関
根
名
人
ゆ
か
り
の
地
で

　
羽
生
名
人
が
防
衛
に
王
手

終盤まで手に汗握る大接戦に

　
市
制
施
行
　
周
年
を
記
念
し
て
、第
　
期
名
人
戦
の

60

68

第
３
局
が
５
月
６
日
、７
日
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、

羽
生
善
治
名
人（
写
真
左
）が
三
浦
弘
行
八
段
を
下
し

３
勝
と
し
た
。

　
欅
の
ホ
ー
ル
で
の
大
盤
解

説
会
は
立
見
が
で
る
ほ
ど
大

盛
況
。
な
お
、郷
土
博
物
館

で
は
７
月
５
日
ま
で
、対
局

で
使
用
さ
れ
た
将
棋
盤
や
扇

子
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

※
５
月
　
日
、福
岡
で
の
第
４
局
も
勝
利

１９

し
た
羽
生
名
人
が
名
人
位
を
防
衛
し
た
。

　
水
生
植
物
園
は
、昭
和
　（
１
９
８

63

８
）年
に
、野
田
市
総
合
公
園
敷
地
内

の
低
湿
地
を
、
皆
さ
ん
の
散
策
や
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
開
園
し
ま
し
た
。

　
同
園
の
面
積
は
、
千
　
平
方
メ
ー

365

ト
ル
で
、
園
内
に
は
、
例
年
６
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
　
種
の
シ
ョ

50

ウ
ブ
約
１
万
５
千
株
や
ア
ジ
サ
イ
な

ど
が
花
を
咲
か
せ
、
多
く
の
来
園
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ブ
シ
、
サ
ク

ラ
な
ど
　
種
類
以
上
の
樹
木
の
ほ
か
、

50

園
路
、
観
察
広
場
、
あ
ず
ま
や
な
ど

が
あ
り
、
初
夏
の
散
策
に
は
絶
好
の

場
所
で
す
。

　
な
お
、
同
園
は
、
市
民
の
体
力
づ

く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

と
な
っ
て
い
る
総
合
公
園
の
西
側
に

位
置
し
ま
す
。

　
周
辺
に
は
、
芝
生
広
場
や
子
ど
も

冒
険
の
森
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、
体

育
館
や
野
球
場
、
庭
球
場
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ー
ド
パ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ

ー
ツ
施
設
も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
園
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
が
、
駐
車
場
の
利
用
は
午
前
８

時
　
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で（
公
園
施

30
設
の
休
館
日
を
除
く
）で
す
。

園内には小川や噴水も（昨年撮影）
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収穫が安定すると価格は３５０円程度に

　
全
国
有
数
の
出
荷
量
を
誇
る
、地
元
産
枝
豆
の
初
荷

が
、
５
月
　
日
、船
形
の
農
産
物
直
売
所
「
ゆ
め
あ
ぐ

16

り
野
田
」に
到
着
し
、　
グ
ラ
ム
　
円
で
販
売
さ
れ
た
。

300

700
　
天
候
不
順
に
見
舞
わ
れ

実
は
小
ぶ
り
だ
が
、甘
み
が

強
く
上
々
の
出
来
栄
え
に
。

今
後
、７
月
下
旬
に
か
け
て

出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

　
な
お
同
所
で
は
、６
月
５

日
と
６
日
、開
店
２
周
年
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、枝
豆
の

特
売
も
予
定
し
て
い
る
。

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

43

６
８
）年
ご
ろ
、自
宅
の
前

で
提
供
者
の
柴
田
さ
ん
の

お
子
さ
ん
が
、
家
庭
用
の

ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
末
っ
子
の
昌
樹
さ
ん
の

誕
生
の
お
祝
い
に
と
、
柴

田
さ
ん
の
母
が
買
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
が
、
近
所

で
は
目
新
し
い
遊
び
道
具

だ
っ
た
よ
う
で
、
友
だ
ち

も
乗
り
に
来
て
い
た
そ
う

で
す
。

　「
外
で
洗
濯
物
を
干
し
て

い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が

庭
を
走
り
回
る
の
で
、
目

が
離
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
ブ
ラ
ン
コ
を
買
っ
て

か
ら
と
い
う
も
の
、
家
事

が
終
わ
る
の
を
乗
り
な
が

ら
待
っ
て
い
ま
し
た
」
と

柴
田
さ
ん
。

　「
揺
ら
れ
な
が
ら
気
持
ち

良
さ
そ
う
に
寝
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
小

さ
な
庭
で
し
た
が
、
公
園

の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

自
宅
の
庭
で

　
　
公
園
の
気
分

写真提供＝柴田 保  代 さん（木間ケ瀬）
やす よ

地区社協訪問（６）
 　　　　中野台地区社会福祉協議会

かるた取りも和気あいあいかるた取りも和気あいあいとと

竹飾りに願いを込め竹飾りに願いを込めてて

ー
プ
券
」
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

　「
シ
ー
プ
券
」は
地
区
内
の
商
店
で

買
い
物
が
で
き
る
ほ
か
、
普
段
の
生

活
の
中
で
、
助
け
て
い
た
だ
い
た
人

へ
の
お
礼
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

商
店
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
地
区

内
の
交
流
や
助
け
合
い
に
も
役
立
っ

　
中
野
台
地
区
は
、平
成
４
年
に
前
身

の「
中
野
台
地
域
ぐ
る
み
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
推
進
委
員
会
」を
設
立

し
、　
年
に
、「
中
野
台
地
区
社
会
福

12
祉
協
議
会
」に
組
織
を
改
め
ま
し
た
。

地
域
通
貨
で
交
流
も

　
同
社
協
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
対
象
に
、
安
否
の
確
認

や
、
悩
み
ご
と
相
談
な
ど
を
行
う
、

「
友
愛
訪
問
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
か
ら
は
、
同
訪
問
の
際
に
、

15
同
年
の
干
支
で
あ
る
 未
 年
に
ち
な
ん

ひ
つ
じ

で
名
付
け
た
独
自
の
地
域
通
貨
「
シ

も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、

季
節
感
を
感

じ
て
も
ら
お

う
と
、「
水
曜

サ
ロ
ン
」
で

作
っ
た
竹
飾

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防

犯
・
防
災
活

動
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、

毎
年
、防
災

訓
練
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
講
習
会

り
を
、
七
夕
ま
つ
り
の
時
期
に
欅
の

ホ
ー
ル
に
飾
っ
た
り
、
秋
に
は
芋
煮

会
、お
正
月
に
は
飾
り
花
を
お
年
寄
り

宅
に
贈
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
も
特
色
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
問
合
せ
】
中
野
台
地
区
社
協
・
中

山
☎
７
１
２
２
 
０
３
２
６

－

今
年
初
の
枝
豆
が

  「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」に
お
目
見
え

①鶏もも肉を小さく切ってオイスターソースに１５分ぐらいつ
ける（塩、コショウを入れても良い）②玉ねぎ、たけのこ、いん
げんを小さく切る③スイートバジルの葉を洗って水切りする
④にんにくと唐辛子をあらみじん切りする⑤フライパンでサ
ラダ油を熱し④を炒め香りが出たら玉ねぎを入れ透明になる
まで炒める⑥⑤に①、たけのこ、いんげんの順に入れ中火で炒
める⑦⑥をオイスターソース、薄口しょうゆ、砂糖で味付けし
③を混ぜて火を止める⑧ご飯の上に⑦と目玉焼きを乗せたら
出来上がり。※タイ料理で、辛いイメージがありますが、辛
さは唐辛子で加減できるので、子どもにも好評です。
《材料》４人分：鶏もも肉３００ｇ、たまねぎ１個、たけのこ２分の１個、いん
げん５０ｇ、スイートバジル２０枚、にんにく１片、唐辛子２本、オイスターソ
ース大さじ２、薄口しょうゆ大さじ２、砂糖小さじ１、サラダ油大さじ１

スパイシーチキンのバジルご飯

持田ソムシーさん（花井）

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

京

　
国
は
、
春
の
叙
勲
と
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
市
内
で
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
春
の
叙
勲

【
瑞
宝
小
綬
章
】

　
石
橋
　
讓
氏（
　
）元
海
上
自
衛

71

隊
横
須
賀
造
修
所
長

　
鈴
木
　
忠
榮
氏（
　
）元
東
京
消

70

防
庁
消
防
司
監

　
松
尾
　
武
昌
氏（
　
）元
厚
生
省

70

社
会
・
援
護
局
保
護
課
長

　
松
村
　
茂
氏（
　
）元
東
京
区
検

74

察
庁
副
検
事

　
宮
﨑
　
勝
氏（
　
）元
東
海
電
気

70

通
信
監
理
局
電
波
監
理
部
長

　
山
下
　
健
氏（
　
）元
陸
上
自
衛

71

隊
中
央
調
査
隊
長

【
旭
日
双
光
章
】

　
河
井
　
弘
氏（
　
）元
関
宿
町
長

74

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
田
中
　
成
章
氏（
　
）保
護
司

70

　
寺
田
　
和
雄
氏（
　
）元
野
田
市

74

消
防
団
団
長

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
関
塚
　
實
氏（
　
）元
東
京
地
下

62

鉄（
株
）千
住
検
車
区
長

◎
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
稲
部
　
博
律
氏（
　
）警
察
功
労

72

　
小
山
　
正
司
氏（
　
）消
防
功
労

73

　
寺
田
　
 
氏（
　
）消
防
功
労

70

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
尾
形
　
一
美
氏（
　
）警
察
功
労

73

　
　
　
　
　
　
   受
章
者

春

の

叙

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

氏
名

逆
井
甚
一
郎

田
中
和
子

金
剛
寺
守

髙
林
幸
雄

高
橋
澄
江

遠
藤
関
子

白
石
 秀
敏
 

し
ゅ
う
び
ん

 上
林
 陽
子

か
ん
ば
や
し

戸
 
一
夫

連
絡
先

☎
７
１
９
８
・
１
８
０
５

☎
７
１
９
８
・
１
０
１
７

☎
７
１
３
８
・
０
８
８
０

☎
７
１
９
６
・
１
４
１
３

☎
７
１
２
２
・
７
５
８
５

☎
７
１
２
２
・
４
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
４
５
３
７

☎
７
１
２
４
・
６
４
４
８

☎
７
１
２
４
・
１
２
４
６

■野田市人権擁護委員  

　
　
　
  ひひ
と
り
と
り
で
悩
ま
ず

　
　
　
　
  人
権
人
権
擁
護
擁
護
委
員
に
相
談
を

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
啓
発
活
動

の
実
施
や
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
に

関
わ
る
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

人
権
擁
護
委
員
へ
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
で
、
毎
月
、
予
約
制
の
人
権
相
談

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
報
１
日
号
　
面
の

12

「
相
談
日
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」で
人
権
講
演
会

　
市
で
は
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
意

識
の
普
及
と
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
す
た
め
に
、
６
月
　
日
醤

13

の
　
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
、
い
ち

13

30

15

い
の
ホ
ー
ル
で
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
子
ど
も
の
人
権
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
佐
々
木
光
郎
氏

（
静
岡
英
和
学
院
大
学
教
授
・
元
家

庭
裁
判
所
調
査
官
）が
講
演
し
ま
す
。

　
当
日
会
場
受
付
で
、
手
話
通
訳
も

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
人
権
施
策
推
進
課

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人

権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
心
を
も

集
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
平
成
　
年
１
月
　
日
鉦
に
、
総
合

23

10

公
園
体
育
館
で
開
催
予
定
の
野
田
市

成
人
式
で
、
式
典
の
運
営
や
交
歓
会

の
企
画
な
ど
を
行
う
実
行
委
員
を
募

　
野
田
市
成
人
式
の
運
営
・
企
画
を

　
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
対
象
に
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
介
護
者
同
士
の
交
流
を
目
的

と
し
た
日
帰
り
研
修
を
７
月
７
日
水

に
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
９
時
に
関
宿
中
央
公
民

館
、９
時
　
分
に
市
役
所
を
出
発
し
、

30

「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」と「
佐
倉

城
址
公
園
」（
い
ず
れ
も
佐
倉
市
）を
訪

問
し
、　
時
か
ら
　
時
　
分
ご
ろ
そ

16

16

30

れ
ぞ
れ
の
出
発
地
へ
帰
着
予
定
で
す
。

　
対
象
者
は
、
介
護
保
険
要
介
護
認

定
１
か
ら
５
の
要
介
護
者
を
市
内
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族（
１
人
の
要

介
護
者
に
つ
き
参
加
者
１
人
）
で
定

員
は
　
人
、
費
用
は
無
料
で
す
。

30

　
希
望
者
は
、
６
月
　
日
鐘
ま
で
に

23

印
鑑
持
参
で
、
高
齢
者
福
祉
課
か
関

宿
支
所
、
各
出
張
所
へ

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

介
護
か
ら
離
れ
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

表紙３枚を１口で 抽
選
で
枝
豆
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
ま
め
バ
ス
回
数
券
の
表
紙
を
３
枚

集
め
た
方
に
、
野
田
産
の
枝
豆（
一

袋
　
グ
ラ
ム
入
り
）を
抽
選
で
千
袋
プ

300
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
６
月
　
日
火（
必
着
）ま

15

で
に
、回
数
券
の
表
紙
３
枚
一
口（
何

口
で
も
可
）で
、住
所
、氏
名
、☎
、交
換

場
所（
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
・
ゆ

め
あ
ぐ
り
野
田
）を
明
記
し
、〒
　
 
27８

８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課

へ
郵
送
か
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」
で
交
換
希

望
の
方
は
「
交
換
希
望
日
」
を
明
記
。

結
果
は
全
員
に
通
知
。
当
選
者
は
７

月
４
日
醤
　
時
～
　
時
市
役
所
と
い

13

15

ち
い
の
ホ
ー
ル
の
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
か
、７
月
４
日
醤
～
　
日
醤

11

の
９
時
　
分
～
　
時
　
分
「
ゆ
め
あ

30

１８

30

ぐ
り
野
田
」
で
当
選
通
知
と
交
換
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

－

ま
め
バ
ス

回
  数
 券



供

仮
徴
収
と
し
て
天
引
き
し
、７
月
に
決

定
し
た
年
間
保
険
料
額
か
ら
、仮
徴
収

分
を
差
し
引
い
た
金
額
を
、　
・
　
・
翌

10
12

年
２
月
の
年
金
か
ら
、
本
徴
収
と
し

て
、天
引
き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額

　
　
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
の

65
納
付
方
法
は
、特
別
徴
収（
年
金
天
引

き
）と
普
通
徴
収（
納
付
書
か
口
座
振

替
）
と
が
あ
り
、
年
間
保
険
料
額
は
、

本
人
の
前
年
中
の
所
得
状
況
と
世
帯

の
市
民
税
の
課
税
状
況
を
も
と
に
、

毎
年
７
月
に
決
定
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
場
合
、
年
度
当
初
は

年
間
保
険
料
額
が
決
定
し
な
い
こ
と

か
ら
、
４
・
６
・
８
月
の
保
険
料
は
、

前
年
度
２
月
の
支
払
額
と
同
額
を
、

と
で
大
き
な
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
６
・
８
月
の
納
付
額

を
調
整
し
て
、
で
き
る
限
り
保
険
料

の
支
払
額
が
均
一
に
な
る
よ
う
、
平

準
化
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、６
月
１
日
に
、仮
徴

収
額
の
変
更
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
の
介
護
保
険

22

料
額
決
定
通
知
は
、
７
月
中
旬
に
発

送
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
　
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
済
み

22
の
方
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
受
付
は
、
６
月
　
日
鉦
ま
で
で
、

21

申
請
要
領
や
様
式
な
ど
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
管
財
課
窓
口
で
入
手

で
き
ま
す
。

　
提
出
は
郵
送
か
宅
配
便
で
、
市
内

の
業
者
は
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

　
要
領
を
熟
読
し
、
誤
り
や
不
足
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
登
録
期
間
は
、　
年
８
月
１
日
か

22

ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

23

31

　
な
お
、
水
道
関
係
の
入
札
参
加
資

格
申
請
は
、
水
道
部（
中
根
　
・
☎
７

324

１
２
４
 
５
１
４
５
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

　
平
成
　
年
度
の
「
入
札
参
加
資
格

22

申
請
書
」の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

 市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

各
地
区
で
健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

区
で
開
催
し
ま
す
。

　
６
月
　
日
上
か
ら
７
月
７
日
鐘
ま

12

で
は「
お
や
つ
作
り
」が
テ
ー
マ
で
す
。

　
定
員
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
先
着

　
人
、ほ
か
の
会
場
は
先
着
　
人
で
、

36

24

費
用
は
　
円
、
参
加
に
は
エ
プ
ロ
ン

300

と
三
角
巾
、筆
記
用
具
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、保
健
セ
ン
タ
ー
母
子

保
健
係
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

－

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
て
い
る
、
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
料
理
講
習
会
を
各
地

　
平
成
　
年
度
野
田
市
文
化
祭
の
参

22

加
者
を
募
集
し
ま
す
。参
加
希
望
の
団

体
は
、必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】
作
品
展
示
…
　
月
６
日
上

11

～
８
日
鉦
／
舞
台
発
表
…
文
化
会
館

＝
　
月
３
日
鐘
、６
日
上
、７
日
醤
、　

11

13

日
上
、　
日
日
。
欅
の
ホ
ー
ル
＝
　
月

14

11

７
日
日
、　
日
日
／
各
種
行
事
…
９
月

14

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
図
書
館
に
あ
る
応
募

要
項
を
確
認
し
、直
接
社
会
教
育
課
へ

野
田
市
文
化
祭
の
参
加
者
募
集

～
　
年
３
月

23
【
申
込
み
と
問

合
せ
】６
月
　25

日
鞘
ま
で
に
社

会
教
育
課
、各

公
民
館
・
コ
ミ

　「
み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実

行
委
員
会（
茂
木
康
男
会
長
）」が
、

４
月
　
日
、
多
年
に
わ
た
る
緑
化

23

の
普
及
・
啓
発
活
動
な
ど
が
認
め
ら

れ
、
千
代
田
区
の
憲
政
記
念
館
で

　
同
委
員
会
は
、９
年
の「
　
万
本

12

植
樹
事
業
」を
き
っ
か
け
に
翌
年
発

足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
事
業
達
成
後
も
市
内
各
地
に
延

べ
１
万
２
千
本
以
上
の
拠
点
植
樹

活
動
や
、市
民
へ
年
間
千
本
以
上
の

苗
木
の
無
料
配
布
、「
み
ど
り
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
で

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
課

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実
行
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　
 内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

介
護
保
険
料
の
特
別
徴

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収収

  ６
・
８
月
の
納
付
額
を
調
整
し

　
　
　
　
　
　
　
支
払
額
を
均
等
に

　
６
月
は
、「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

推
進
月
間
」
で
す
。

　
動
物
を
飼
う
前
に
は
、
世
話
の
方

法
や
、
か
か
り
や
す
い
病
気
な
ど
の

特
徴
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
飼
う

こ
と
の
で
き
る
環
境
で
あ
る
か
ど
う

か
も
、よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、飼
い
主
は
、周
り
に
迷
惑
や

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

危
害
を
加
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

犬
の
首
輪
に
は
、登
録
鑑
札
と
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
を
必
ず
付
け
、犬
や
猫

に
は
排
泄
場
所
の
し
つ
け
を
行
っ
て

放
し
飼
い
は
せ
ず
、他
人
の
敷
地
内
で

は
排
泄
さ
せ
な
い
な
ど
、
適
正
な
管

理
と
し
つ
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

開
催
日

6
月

７
月

　
日
土

１２　
日
火

１５　
日
金

１８　
日
土

１９１
日
木

７
日
水

会
　
　
　
場

川
間
公
民
館

福
田
公
民
館
※

島
会
館
※

関
宿
中
央
公
民
館

東
部
公
民
館
※

保
健
セ
ン
タ
ー
※

６月は１３時３０分～17時、７月は９
時30分～13時30分
※印の会場は、保健センター職員
も参加し、質問にお答えします。

「
平
成
　
年
22

緑
化
推
進
運

動
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣

表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

苗木の無料配布活動苗木の無料配布活動もも

作品発表の場として作品発表の場としてもも
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講
座
・
教
室

◆
社
会
福
祉
協
議
会
で
各
種
講
座

な
ど
①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）…
６
月
　
日
～
　
月

17

12

　
日
の
障（
８
月
　
日
、
９
月
　

16

12

23

日
、　
月
　
日
、　
月
４
日
は
除

10

21

11

く
）　
時
～
　
時
総
合
福
祉
会
館

14

16

で
。
全
　
回
。
聴
覚
障
害
者
の
福

23

祉
に
関
心
と
理
解
が
あ
り
活
動
を

続
け
ら
れ
る
市
民
。　
人（
抽
選
）。

25

テ
キ
ス
ト
代
千
　
円
。
②
障
害
者

200

パ
ソ
コ
ン
講
習
会（
下
肢
・
内
部
障

害
者
）中
級
コ
ー
ス
前
期
…
６
月

　
日
、
７
月
７
日
、　
日
、　
日

30

14

28

の
鐘
９
時
　
分
～
　
時
　
分
野
田

30

12

30

公
民
館
で
。
全
４
回
。
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
な
ど
。
市
内
在
住
の
障

害
者（
手
帳
保
持
者
）で
、
キ
ー
ボ

ー
ド
と
マ
ウ
ス
操
作
が
可
能
で
、

平
成
　
年
１
月
か
ら
の
後
期
の
受

23

講
が
で
き
、
自
力
で
通
え
る
方
。

８
人（
抽
選
）。
申
込
み
は
①
は
６

月
９
日
鐘
、
②
は
６
月
　
日
鞘
ま

18

で
に
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

◆
社
会
保
険
労
務
士
受
験
対
策
講

座
　
７
月
６
日
～
　
月
　
日
の
毎

11

30

―

週
鍾
（
一
部
上
あ
り
）　
時
～
　

18

21

時（
上
は
　
時
～
　
時
）野
田
地
域

10

16

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。全
　
回
。

30

先
着
　
人
。
受
講
料
６
万
円
（
テ

30

キ
ス
ト
代
別
途
）。申
込
み
は
６
月

５
日
土
か
ら
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の

だ
☎
７
１
２
１
 
１
１
８
４
へ

◆
料
理
教
室
　
７
月
　
日
鐘
～
　

14

12

月
８
日
鐘
　
時
～
　
時
中
央
公
民

18

21

館
で
。
全
　
回
。
市
民
か
市
内
在

10

住
・
在
勤
の
　
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

35

年
。
先
着
　
人
。
材
料
費
１
万
円

20

（
　
回
分
）。申
込
み
は
６
月
５
日
土

10～
　
日
月
に
直
接
勤
労
青
少
年
ホ

28
ー
ム
☎
７
１
２
２
 
４
５
４
８
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
市
手
作
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　
６
月
　
日
土
９
時
　
分
～
　

12

30

13

時
総
合
公
園
体
育
館
で
。
健
康
体

操
や
太
極
拳
な
ど
に
取
り
組
む
団

体
の
実
技
発
表
会
。
問
社
会
体
育

課
☎
７
１
２
４
 
７
９
３
０

◆
関
宿
南
部
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

　
６
月
　
日
木
　
時
～
　
時
。
親

17

10

11

子
で
楽
し
く
保
育
体
験
や
育
児
相

談
も
。
未
就
園
児
の
親
子
。
当
日

会
場
受
付
。
問
同
幼
稚
園
☎
７
１

―

―

―

９
８
 
２
０
７
５

◆
６
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
教
科
書
展
示
会
　
６
月
　
日
金

18

～
７
月
１
日
木
９
時
～
　
時
東
葛

17

飾
教
育
事
務
所
東
葛
飾
研
修
所

（
柳
沢
）で
。
平
成
　
年
度
使
用
の

23

教
科
書
を
展
示
。
問
指
導
課

◆
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
　

６
月
　
日
上
　
時
～
　
時
　
分
総

19

13

16

30

合
公
園
体
育
館
で
。
小
学
校
低
学

年
、
高
学
年
、
中
高
生
の
部
。
上

履
き
や
水
筒
な
ど
持
参
。
申
込
み

は
６
月
　
日
上
ま
で
に
直
接
各
子

12

ど
も
館
へ
。
問
う
め
さ
と
子
ど
も

館
☎
７
１
２
４
 
９
１
０
６

◆
公
共
施
設
等
見
学
会
　
６
月
　23

日
水
９
時
　
分
市
役
所
、　
時
い

30

10

―

―

ち
い
の
ホ
ー
ル
集
合
。　
時
ご
ろ

15

各
集
合
場
所
に
帰
着
予
定
。
春
風

館
道
場
や
清
掃
工
場
な
ど
を
見
学
。

　
人（
抽
選
）。ス
リ
ッ
パ
と
筆
記
用

30具
持
参
。６
月
　
日
金
必
着
で
往

11

復
は
が
き（
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
☎
・
集
合
場
所
・
市
報
に
対
す

る
意
見
を
明
記
、１
枚
で
２
人
ま
で
）

で
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

秘
書
広
報
課「
公
共
施
設
等
見
学

会
」係
へ

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

各
種
イ
ベ
ン
ト
　
①
ツ
イ
ン
マ
ザ

ー
交
流
会
…
６
月
　
日
火
　
時
　

29

10

30

分
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
情

報
交
換
や
親
子
あ
そ
び
な
ど
。
双

生
児（
多
胎
児
）
を
妊
娠
・
出
産
さ

れ
た
方
。
②
消
防
自
動
車
見
学
…

６
月
　
日
水
　
時
　
分
～
　
時
　

30

10

30

11

30

分
消
防
本
部
で
。
雨
天
中
止
。
２

歳
以
上
の
親
子
。
先
着
　
組
。
申

20

込
み
は
い
ず
れ
も
６
月
７
日
月
か

ら
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
こ
ば
と
プ
レ
ル
ー
ム
　
７
月
５

日
月
～
平
成
　
年
２
月
２
日
水
の

23

９
時
　
分
～
　
時
野
田
幼
稚
園

30

11

で
。
全
５
回
。
３
歳
児
の
保
育
体

験
。
平
成
　
年
４
月
２
日
～
　
年

18

19

４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児
の

親
子
。　
組（
抽
選
）。
同
園
に
あ

25

る
申
込
用
紙
で
６
月
８
日
火
～
　11

―

―

保
育
所
名

中

根

福

田

清

水

木
間
ケ
瀬

古
布
内

あ
た
ご

尾

崎

東

部

花

輪

乳

児

北

部

南

部
開
放
日

８
日
火

８
日
火

８
日
火

９
日
鐘

９
日
鐘

９
日
鐘

９
日
鐘

　
日
鐘

２３　
日
木

１０　
日
木

２４　
日
火

１５　
日
木

１７　
日
木

１７　
日
木

１７

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
６
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

６
月
１
日
火
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
４
・
８
・
　
・
15

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
７
日
間
で
　
人

23
29

10
24

７０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
９
日
。８
人

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

11
２５

16

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
９
日
。福
田
公
民

館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

15

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17
28

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

17

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

29

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

侠
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医師会だより -------- ２６４

８
日
醤
開
催
の
①
竹
飾
り
②
お
ど

り
パ
レ
ー
ド
の
団
体
・
個
人
③
自

主
イ
ベ
ン
ト
④
会
場
設
営
・
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
。
申
込
み
は

６
月
　
日
鞘
ま
で
に
商
工
課
へ

18
相
談
・
そ
の
他

◆
食
事
相
談
会
　
６
月
８
日
火
　16

時
～
　
時
花
輪
保
育
所
で
。
管
理

17

栄
養
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳
食

な
ど
に
対
応
。乳
幼
児
の
い
る
方
。

問
保
育
課

◆
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
　
６
月
　24

日
木
　
時
　
分
～
　
時
野
田
地
域

13

30

16

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
志
望
動

機
の
表
現
方
法
な
ど
。　
歳
ま
で
の

39

方
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
６
月

20

７
日
月
か
ら
商
工
課
か
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ち
ば
☎
　（
　
）８
４
７
１
へ

047
426

◆
６
月
　
日
は
野
田
公
民
館
・
中

14

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
全
日
休
館

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

日
金
に
直
接
申
込
む
。
問
同
園
☎

７
１
２
２
 
２
４
５
０

募
　
集

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者
　
６
月

１
日
火
～
　
日
火
。
募
集
団
地
、

15

戸
数
、
入
居
資
格
、
申
込
方
法
な

ど
は
市
報
５
月
　
日
号
と
ホ
ー
ム

15

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
問
建
築
指
導
課

市
営
住
宅
係

◆
福
田
公
民
館
で
献
血
　
６
月
　12

日
土
　
時
～
　
時
（
　
時
　
分
～

10

15

11

45

　
時
を
除
く
）
同
館
で
受
付
。
全

13血
問
社
会
福
祉
課

◆
総
合
公
園
水
泳
場
ア
ル
バ
イ
ト

　
６
月
　
日
鐘
～
９
月
７
日
鍾
８

30

時
　
分
～
　
時
　
分
の
間
の
８
時

30

18

30

間
。
６
月
２
日
鐘
～
　
日
醤
に
総

20

合
公
園
体
育
館
（
☎
７
１
２
５
 

１
１
５
５
）
で
配
布
の
履
歴
書

で
、
本
人
が
直
接
申
込
む
。
申
込

―

―

み
時
に
面
接
あ
り
。

◆
う
め
さ
と
子
ど
も
館
の
臨
時
職

員（
産
休
代
替
）　
勤
務
日
は
水
～

日
で
８
時
　
分
～
　
時
　
分
の
間

45

17

30

の
７
時
間
　
分
。
要
保
育
士
資
格

30

か
幼
稚
園
・
小
・
中
・
高
校
の
教
員
免

許
。
７
月
か
ら
４
か
月
程
度
勤
務

で
き
る
方
。社
会
保
険
、有
給
休
暇
、

通
勤
手
当
あ
り
。
問
児
童
家
庭
課

◆
訪
問
入
浴
介
護
事
業
臨
時
職
員

　
勤
務
日
は
月
～
土
の
３
日
程
度

（
応
相
談
）で
８
時
　
分
～
　
時
　

30

17

15

分
の
間
の
７
時
間
程
度
。
時
給
千

円
以
上
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

以
上
の
資
格
必
要
。
履
歴
書
と
資

格
証
明
書
を
野
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
提
出
後
、面
接
日
を
連
絡
。

問
同
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９

３
９

◆
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
２
０

１
０
の
参
加
者
　
８
月
７
日
上
、

―

 市
税
な
ど
の
納
期（
６
月
）

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
６
月
　
日
水
ま
で
の
納
期
の
市

30

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
市
県
民
税（
普
通
徴
収
第
１
期
）

　
な
お
、
納
税
通
知
書
は
、
６
月

　
日
月
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

14　
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
収
納
係

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
６
月
　
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
方

１６

10

と
受
け
た
い
方
。
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
３

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
７
・
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生

21

17

活（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

22

24

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
害

10

者（
１
日
）、知
的
障
害
者（
２
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時
　

15

13

30

分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
害
者（
１
日
）、身
体
障
害
者（
２
日
）、

15

30

精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

15

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
成
年
後
見
な
ど
。　
日
鞘

１８

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

13

16

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。
８
日
鍾

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―
―

―

―

　
耳
あ
か

　
耳
あ
か
は
、 外
  耳
  道
 の
皮
膚
の
汗
腺
の
一
種
か

が
い
 じ
 ど
う

ら
分
泌
さ
れ
ま
す
。
ネ
バ
ネ
バ
の
軟
性
と
、
カ
サ

カ
サ
の
乾
性
の
耳
あ
か
に
分
け
ら
れ
、
遺
伝
体
質

な
の
で
気
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ネ
バ

ネ
バ
の
耳
あ
か
は
掃
除
が
し
に
く
く
厄
介
で
す
。

　
耳
あ
か
は
そ
れ
ほ
ど
た
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、耳
掃

除
は
２
・
３
週
間
に
一
度
く
ら
い
で
す
が
、最
近
は

頻
回
に
掃
除
を
す
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
や
り
過
ぎ
は
外
耳
道
の
皮
膚
を
傷
つ
け
る
結
果

に
な
り
、
外
耳
道
炎
や
外
耳
道
 掻
  痒
  症
 を
引
き
起

そ
う
 よ
う
 し
ょ
う

こ
し
、
痛
み
や
痒
み
で
耳
あ
か
が
貯
ま
っ
て
い
る

感
覚
に
な
り
、
さ
ら
に
耳
掃
除
を
繰
り
返
し
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
悪
循
環
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
耳
あ
か
が
貯
ま
り
す
ぎ
て
、 耳
  垢
  栓
 

じ
 こ
う
 せ
ん

 塞
 の
状
態
に
な
る
と
、難
聴
や
、プ
ー
ル
で
耳
に
水

そ
くが

入
っ
た
時
に
は
外
耳
道
炎
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
夏
に
な
り
プ
ー
ル
が
始
ま
る
前
に
は
、
耳
掃
除

を
し
て
お
く
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。　
（
Ｙ
・
Ｙ
）

　
定
期
清
掃
の
た
め
。
問
野
田
公

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８

◆
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館

全
日
休
館
　
６
月
　
日
月
は
館
内

21

消
毒
の
た
め
。　
日
月（
雨
天
時
は

28

７
月
５
日
月
）は
受
水
槽
清
掃
の
た

め
公
民
館
の
み
利
用
不
可
。問
中
央

公
民
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５

８
、
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１
２

４
 
３
９
３
９

◆
水
質
検
査
計
画
と
結
果
を
公
表

　
水
道
部
で
定
期
的
に
実
施
す
る

水
質
検
査
の
計
画
と
結
果
は
水
道

部
窓
口
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
可
。
問
水
道
部
☎
７
１
２
４
 

５
１
４
６

◆
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
　
期
間
は
６
月

１
日
火
～
７
月
　
日
月
。
問
千
葉

12

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
☎
　043

（
　
）４
３
１
７

221

―

―

―

―

僑

◆
円
滑
化
法
施
行
で
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ
の
条
件
変
更
が
行
い
や
す
く
…
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
で
お
困
り
の
方
や
、資
金
繰

り
で
お
困
り
の
中
小
企
業
の
方
は
金
融
機
関
に
相
談
を
。問
財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所
理
財
課
☎
　
（
　
）７
２
１
４

０４３

２５１



　
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
の
仲
間
た

ち
は
全
部
で
　
人
。
国
も
言
葉
も

12

違
う
け
れ
ど
、
み
ん
な
と
て
も
な

か
よ
し
で
す
。　
か
国
の
「
お
は

12

よ
う
」
か
ら
「
お
や
す
み
」
ま
で
、

子
ど
も
の
１
日
を
世
界
の
言
葉
で

紹
介
し
た
あ
い
さ
つ
絵
本
で
す
。

New Books
北図書館の推せん図書

　
好
き
な
も
の
を
自
分
で
作
っ
て

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
こ
そ
自
炊

の
醍
醐
味
。
そ
の
た
め
の
基
本
テ

ク
ニ
ッ
ク
か
ら
、
応
用
力
抜
群
の

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
ま
で
、
料
理
を

楽
し
む
た
め
の
秘
訣
が
満
載
。
自

炊
デ
ビ
ュ
ー
応
援
の
本
で
す
。

「せかいのこんにちは」
新井洋行・著

幻冬舎エデュケーション

野
田
市
制
施
　
　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
な
つ
メ
ロ
大
会
　
７
月
４
日
日
　10

時
～
　
時
文
化
会
館
で
。
踊
り
や
全

17

員
で
の
合
唱
も
。
当
日
会
場
受
付
。

問
志
美
津
歌
謡
サ
ー
ク
ル
☎
７
１
２

５
 
３
７
５
４

講
座
・
教
室

◆
野
田
文
化
講
演
会
　
６
月
５
日
土

　
時
～
　
時
　
分
興
風
会
館
で
。 津
 
つ

14

15

30

 金
 昌
一
郎
氏（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ね予

防
研
究
部
長
）に
よ
る「
が
ん
を
遠

ざ
け
る
生
活
習
慣
」。
先
着
　
人
。
費

500

－

用
千
円（
高
校
生
以
下
　
円
）。
当
日

500

会
場
受
付
。
問（
財
）興
風
会
☎
７
１

２
２
 
２
１
９
１

◆
家
庭
倫
理
講
演
会
　
６
月
６
日
日

　
時
～
　
時
　
分
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
。

10

11

40

「
あ
り
が
と
う
の
一
言
が
家
族
を
変

え
る
」
が
テ
ー
マ
。
費
用
千
円
。
申

込
み
は
事
前
に
平
瀬
☎
７
１
３
８
 

０
９
８
０
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
卓
球
初
心

者
サ
ー
ク
ル
　
６
月
９
日
～
　
日
の

30

月
　
時
　
分
～
　
時
。
全
４
回
。　

13

30

15

30

人（
抽
選
）。　
歳
以
上
の
方
。参
加
費

20

千
　
円
。
運
動
で
き
る
服
装
と
ラ
ケ

500
－

－

ッ
ト
持
参
。
申
込
み
は
６
月
８
日
火

ま
で
に
電
話
か
往
復
は
が
き
で
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
し
、

１
家
族
１
通
で
〒
　
 
０
２
２
５
平

270

井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１

401
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
か
し
こ
い
相
続
　
６
月
　
日
火
　

15

18

時
　
分
～
　
時
　
分
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
。

30

20

30

柏
税
務
署
資
産
税
課
統
括
官
に
よ
る

講
演
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
６
月

50

７
日
月
か
ら（
社
）柏
青
色
申
告
会
野

田
分
室
事
務
局
☎
７
１
２
４
 
５
６

９
１
へ

◆
寺
子
屋
講
座
　
６
月
　
日
日
　
時

20

13

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
古

30

15

30

矢
勝
氏（
ち
ば
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

に
よ
る
「
元
気
な
『
ち
ば
』
を
創
る
食

育
」。先
着
　
人
。
費
用
一
般
　
円
、高

20

500

校
生
以
上
　
円
、中
学
生
以
下
無
料
。

250

－

－

－

申
込
み
は
６
月
５
日
土
か
ら
 

野
田
文

化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
新
体
操
体
験
講
座
　
①
親
子
新
体

操
…
　
時
～
　
時
。２
・
３
歳
の
女
児

10

11

と
そ
の
親
。
②
リ
ボ
ン
を
使
用
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
…
　
時
～
　
時
　

16

18

30

分
。
４
歳
～
小
学
生
の
女
児
。
い
ず

れ
も
６
月
　
日
月
総
合
公
園
体
育
館

23

で
。
先
着
　
人
。
参
加
費
　
円
。
申

20

500

込
み
は
６
月
５
日
土
か
ら
又
吉
☎
　080

 
１
１
２
０
 
８
２
６
３
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
レ
・
プ
ル
ニ
エ
に
よ
る
女
声
合
唱
」

　
６
月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
市

11

12

30

13

役
所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
当
日
会

場
へ
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
育
児
の
日
…
６

－

－

－

月
　
日
土
　
時
～
　
時
　
分
。
②
お

12

10

11

30

し
ゃ
べ
り
会
…
６
月
　
日
鉦
　
時
　

21

10

30

分
～
　
時
　
分
。０
～
３
歳
の
親
子
。

11

30

い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド

館
で
。
費
用
　
円
。
当
日
会
場
受
付
。

50

問
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１

３
６
７

◆
北
部
将
棋
同
好
会
・
将
棋
大
会
　

６
月
　
日
醤
９
時
～
　
時
北
部
公
民

13

16

館
で
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
円（
昼

50

食
代
な
ど
）。申
込
み
は
６
月
６
日
醤

～
６
月
　
日
障
に
白
井
☎
７
１
２
３

10

 
３
０
０
８
へ

◆
野
田
美
術
会
小
品
展
　
６
月
　
日
20

醤
～
　
日
土
９
時
～
　
時（
最
終
日

26

17

は
　
時
ま
で
）
興
風
会
館
で
。
３
号

15
ま
で
の
洋
画
と
日
本
画
　
点
。
問
長

55

岡
☎
７
１
２
５
 
３
５
８
３

◆
ク
ラ
フ
ト
飛
行
機
を
作
っ
て
飛
ば

－

－

－

「自炊男子」
五十嵐豪・著
大和書房

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　平将門（～９４０年）は、今から千年以上
前の平安時代中期、下総の猿島郡を本拠
とした武将です。
　親族の争いから拡大した戦いで、各地の
国府を攻め、朝廷からの東国独立を求め
た将門は、「将門の乱」で知られる反逆者
とされる一方、東国の苦しむ民衆を助けた
関東の英雄としても語り継がれています。

　市内にも、将門にまつわる多くの伝承
が残っています。
　軍の兵を多く見せるために、武者人形
を作る土を採ったと伝えられる「 武 

む
 者  土 」
しゃ ど

や、追討軍が陣屋を構えて、古い布を張
ったという、「 古  布  内 」などの地名のほか、

こ ぶ うち

木間ケ瀬地区の香取神社や浅間神社など
には、将門が７本の桜を植えたという伝
説があります。

「将門伝説」の地

将門伝説

兇

下総利根大橋付近には将門が桜を植えたと刻まれた下総利根大橋付近には将門が桜を植えたと刻まれた碑碑もも
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失
失
失
失
失
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失
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失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
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失
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失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失
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失
失
失
失
失
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失
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失
失
失
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失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
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失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

そ
う
！
　
７
月
３
日
土
　
時
～
　
時

14

16

岩
木
小
学
校
校
庭
で
。
小
学
生
以
上

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）。先
着
　
人
。

20

参
加
費
　
円
。申
込
み
は
６
月
５
日
土

500

～
　
日
金
に
 

野
田
子
ど
も
劇
場
☎

25
７
１
２
４
 
８
４
１
９
へ

◆
野
田
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
７
月
　26

日
鉦
、　
日
鍾
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ

27

場
ひ
ば
り
コ
ー
ス
で
。
市
民
の
み
。

　
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー（
ペ
リ

18ア
方
式
）。
参
加
費
４
千
円
。
各
日
　280

人（
抽
選
）。
申
込
み
は
６
月
　
日
鞘

11

消
印
有
効
で
往
復
は
が
き（
一
人
１
通

ま
で
）に
住
所
、
氏
名
、
☎
、
性
別
、

生
年
月
日
、プ
レ
ー
希
望
日（
一
人
１

日
の
み
）を
明
記
し
、〒
　
 
０
０
１

278

２
瀬
戸
１
１
１
１
野
田
市
パ
ブ
リ
ッ

－

－

ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば
り
コ
ー
ス
☎
７
１

３
８
 
１
１
１
２
へ

◆
の
だ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流

大
会
　
８
月
８
日
日
９
時
～
　
時
関

18

宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。男
女
混
合
・

女
子
・
シ
ニ
ア
の
部
。
先
着
　
チ
ー

66

ム
。
参
加
費
１
チ
ー
ム
３
千
円
。
申

込
み
は
６
月
５
日
土
～
７
月
８
日
木

に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
☎
を
明

記
し
、
〒
　
 
０
０
２
２
山
崎
１
９

278

８
５
 
　
古
谷
☎
　
 
１
２
５
０
 

15

090

４
６
７
６
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
６

月
７
日
月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
そ

－

－

－

－

－

の
家
族
。
問
成
瀬
☎
７
１
２
９
 
１

６
５
５

◆
移
動
暴
力
相
談
所
　
６
月
９
日
月

　
時
～
　
時
東
葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー

10

16

（
松
戸
市
）で
。
弁
護
士
な
ど
に
よ
る

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
。
当
日
会
場

受
付
。
問（
財
）千
葉
県
暴
力
団
追
放

県
民
会
議
☎
　（
　
）８
９
３
０

043
254

◆
年
金
・
労
務
問
題
な
ん
で
も
無
料
相

談
会
　
毎
月
第
２
・
４
日
　
時
～
　

10

15

時
千
葉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
東
葛

支
部
事
務
局（
松
戸
市
）で
。
社
会
保

険
労
務
士
が
対
応
。各
日
先
着
８
人
。

申
込
み
は
同
事
務
局
☎
　（
　
）９
９

047
345

９
２
へ

◆
朗
読
劇
の
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
　

９
月
　
日
土
に
欅
の
ホ
ー
ル
で
開
催

11

－

予
定
の
朗
読
劇
出
演
者
な
ど
。高
校
生

以
上
。
希
望
者
は
 
野
田
文
化
研
究

会
☎
・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、老
若
男
女
問
わ

ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、
○年 
は
年
会

費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ（
卓
球
）　
毎
月
第

１
・
３
土
　
時
～
正
午
関
宿
総
合
公

10

園
体
育
館
で
。
ほ
か
の
卓
球
サ
ー
ク

ル
未
加
入
の
方
。
月
　
円
。
○入 
千
円
。

500 －

芳
賀
☎
７
１
９
８
 
５
７
５
９

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
ウ
ィ
ズ（
社
交
ダ

ン
ス
）　
毎
週
鍾
　
時
～
　
時
南
コ
ミ

19

21

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。中
級
ま
で
の
方
。

月
３
千
　
円
。斉
藤
☎
７
１
３
８
 
１

500

２
３
６

◆
ゆ
み
こ
よ
が（
ヨ
ガ
）　
毎
週
鉦
は

－

－

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
５
月
１
日
号
の
正
解
は「
し
ゅ
ん
ぷ
う
か
ん
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

４０

選
の
結
果
、当
選
者
は
浅
井
裕
子
様
、笹
俊
雄
様
、佐
藤
喜
久
子
様
、戸
塚
洋
子
様
、野
田
真
一
郎
様（
五
十
音
順
）で
す
。

白石 大  晟 くん・白
だい せい

石 尊輝 くん 
たから

   （２１.１１.２生・左）    （１８.５.８生・右）     

　
時
　
分
～
　
時
　
分
と
　
時
　
分

14

15

15

45

19

20

～
　
時
　
分
、
毎
週
鐘
は
　
時
　
分

20

50

19

20

～
　
時
　
分
、
毎
週
上
は
　
時
～
　

20

50

10

11

時
　
分
、
い
ず
れ
も
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ

30
ィ
会
館
で
。
月
６
千
円
。
川
島
☎
　080

 
６
６
１
２
 
２
５
４
３

◆
S
L
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル（
社
交
ダ
ン

ス
）　
毎
週
鞘
　
時
～
　
時
北
部
公
民

19

21

館
で
。中
級
ま
で
の
方
。月
２
千
　
円
。

500

佐
藤
☎
　
 
５
５
４
２
 
４
２
０
８

080

－

－
－

－

競

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
H

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
２
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝
秘
書

広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
遠
慮
が
ち
。
控
え
目
。
②
手
塚
治
虫

作「
リ
ボ
ン
の
―
―
」。③「
ア
メ
横
」や
西

郷
隆
盛
の
銅
像
と
い
え
ば
？
。⑤
漢
字
で

書
く
と「
音
叉
」。⑥
―
―
サ
バ
。―
―
切
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
料
理
や
歴
史
の「
―
―
家
」。
④
歌
や

演
技
を
一
人
で
行
う
こ
と
。
⑤
池
に
落

と
し
た
の
は
金
？
銀
？
。⑥「
真
」や「
新
」

を
音
読
み
で
。⑦
東
武
野
田
線
の
野
田
市

駅
と
運
河
駅
の
間
の
駅
は
？
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
６
月
　
日
１４

月
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る

ご
意
見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0

２７８

野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ

ク
イ
ズ
」係
ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
５
名
様
に「
図
書
カ
ー
ド
」と「
千

葉
国
体
グ
ッ
ズ
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
７
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

藤村 駿  佑 くん 
しゅん すけ

   （１９.２.９生・上）　
藤村 美  緒 ちゃん

み お

（２２.１.３生・下）



市の鳥市の花

ひばりつつじ
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市の木

けやき
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童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
⑪

  作
品
や
手
紙
か
ら

 　
直
治
の
時
代
を
読
み
解
く（
三
）

　
山
中
直
治
は
、
多
く
の
作
詞
者

の
作
品
に
曲
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
、
詩
人
・
市
原
三
郎
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
市
原
は
、
明
治
　（
１
９
０
５
）

38

年
７
月
千
葉
市
に
生
ま
れ
、
大
正

　（
１
９
２
１
）
年
４
月
、
千
葉
師

10範
学
校
へ
入
学
し
ま
す
が
、
同
時

に
山
中
直
治
も
一
緒
で
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
２
人

の
交
流
が
始
ま
っ
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
原
は
在
学

中
か
ら
俳
句
や
童
話
を
創
作
し
、

出
版
社
な
ど
へ
投
稿
し
て
賞
を
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
お
互
い

に
在
学
中
、
創
作
活
動
を
通
じ
て

意
気
投
合
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
市
原
と
山
中
が
交
流
し
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
、
そ
れ
は
直
治
の

日
記
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
市
原
兄
の
所
に
泊
る
。
こ
こ

の
語
ら
い
深
し
」（
昭
和
　
年
１
月

10

３
日
）、「
市
原
兄
の
所
を
訪
れ
た

り
…
」（
同
年
６
月
　
日
）な
ど
、い

23

ろ
い
ろ
と
音
楽
談
義
な
ど
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
特
に
、創
作
活
動
に
関
し
て
は
、

興
味
深
い
記
載
が
あ
り
ま
す
。
富

里
市
立
富
里
小
学
校
の
校
歌
を
市

原
が
作
詞
し
、
直
治
が
作
曲
し
た

時
は
「
六
時
す
ぎ
市
原
君
の
所
に

向
ひ
た
り
。
富
里
校
の
た
め
に
校

歌
作
曲
を
な
し
こ
れ
を
指
導
し
に

行
く
こ
と
と
な
せ
り
。
気
持
ち
よ

き
は
友
達
な
り
き
」（
同
年
４
月
６

日
）
と
あ
り
、
翌
日
の
午
後
５
時

に
富
里
か
ら
帰
宅
し
た
こ
と
も
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
原
は
、
卒
業
後
は
県
内
各
地

の
小
学
校
教
員
と
し
て
勤
め
ま
す

が
、
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
、
富

里
小
学
校
に
赴
任
し
た
こ
と
か
ら
、

同
校
の
校
歌
を
作
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
後
も
市
原
は
、
県
内
各
地

の
小
中
学
校
の
校
歌
や
童
謡
、
新

作
民
謡
な
ど
を
作
詞
し
、同
　（
１
48

９
７
３
）年
に
は
千
葉
県
で
開
催
さ

れ
た
国
体
の
「
若
潮
国
体
音
頭
」

も
手
が
け
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
市
原
が
作
詞
し

た
校
歌
に
直
治
が
曲
を
つ
け
た
作

品
は
、
富
里
小
学
校
の
校
歌
だ
け

で
す
が
、「
房
州
小
唄
」「
袖
ヶ
浦

夜
曲
」「
兎
の
餅
つ
き
」「
雨
だ
れ

電
車
」「
機
織
虫
」
な
ど
新
作
民
謡

や
童
謡
は
市
原
・
山
中
コ
ン
ビ
で

数
多
く
残
し
、
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、市
原
は
昭
和
３（
１
９
２

８
）年
　
月
、千
葉
市
院
内
小
学
校

10

に
赴
任
し
ま
す
が
、
そ
の
４
年
後

に
前
号
で
ご
紹
介
し
た
斎
藤
信
夫

も
同
小
学
校
に
転
勤
し
た
こ
と
か

▼
６
月
１
日
の
記
念
日
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た

ら
、　
の
記
念
日
が
ヒ
ッ
ト
。

19
そ
の
制
定
理
由
は
設
立
日
や

開
設
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
▼
今
号
で
は
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に
あ

わ
せ
て
人
権
意
識
の
普
及
と

差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め

の
人
権
講
演
会
の
開
催
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
▼
市
で

は
、記
念
日
と
は
関
わ
り
な
く
、

身
近
な
悩
み
や
心
配
ご
と
に

対
応
す
る
た
め
、
人
権
相
談

を
は
じ
め
、
法
律
相
談
や
税

務
相
談
な
ど
、
各
種
の
相
談

日
を
設
け
て
い
ま
す
▼
ご
希

望
の
方
は
、
毎
月
１
日
号
の

相
談
日
案
内（
　
・
　
面
参

12
13

照
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
え
）

市原と直治のコンビによる富里小学校の校歌／
写真提供＝富里市立富里小学校

直治と同期で千葉師範学校に
入学した市原三郎

ら
、
市
原
の
紹
介
で
、
山
中

直
治
と
知
り
合
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

※
文
中
敬
称
略（
７
月
１
日

号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
市
原
三
郎
遺

稿
集
星
の
花
」市
原
と
よ
・
編

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）石井医院（☎７１２２－２４３４）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）６日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）１３日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田病院（☎７１２７－３２００）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２０日（日）

アイレディースクリニック（☎７１３７－７６６１）花井クリニック（☎７１２３－３９００）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２７日（日）


